【新潟県納税貯蓄組合総連合会優秀賞】
「バトン」を繋ぎ、誰かの笑顔を救う
　　　　 

新潟市立黒埼中学校　
　　２年　角山　瑠花 
　二〇二四年一月一日。その日、能登地方を震源とした地震が
発生した。私は家族と家でテレビを見ていた時、とても大きな揺れがきた。揺れがおさまって家の外に出てみると、駐車場がガタガタになって傾いていたのだ。人生初めての大きな地震と傾いた駐車場を見て私は怖くて足が震えた。
　避難後、帰宅すると家が傾いていた。そのため、家にいるとめまいや吐き気などがして気持ち悪いことが続いた。このままだと安心できないだろうと思い、家族で家の傾きと駐車場の修理をすることを決意した。だが、修理には高額の費用がかかることが分かった。地震により安心できない生活に加え、高額な出費に家族が混乱しているのが分かったが、私は何もできなかった。そんな現実に打ちのめされ、絶望した。しかしそんな時、補助金制度を見つけたのだ。地震による損害を税金によってまかなってくれるという。それを知り、出費を抑えて家の傾きと駐車場を直すことができたのだ。
　私の中で税金は、強制的に回収され、定価の値段よりも多く支払わなければいけない、というマイナスな印象が強かった。しかし今回、補助金制度のおかげで家の傾きと駐車場を直せたことを踏まえると、税金は国が一丸となって助け合い、支えあうためにあるのだと実感できた。そのようなことを考え、私は税金を納めるということは未来の国を守り、支えていくために必要なものだと学ぶことができた。
　また、二〇二四年一月一日の地震は能登地方を震源としていた。しかし、日本は地震が多いため、いつ、どこで地震が起こるか分からない。だからこそ、税金を納め、国全体で防災し、自然災害による被害が出た場合は、国全体で被災地を支えていこうと思った。まだ私は大人になっていないから、自分の力で国を支えることは難しいかもしれないけど、大人になったら今回の経験を忘れず、国のために税金を納めていこうと思った。
　あの日、私たち家族は高額な修理費に絶望していた。だが、私たちをこの国の会ったこともない誰か、が救ってくれたのだ。その人たちのおかげで傾いた家と駐車場を直すことができた。その時私は、安心と感謝で胸がいっぱいになった。この気持ちを忘れないようにしたい。そして、今は支えてもらっている側だけれど、いつか大人になったら今度は私がきちんと税金を納めるようにしたい。かつて私たちが救われたように、どこかで困っている誰かの笑顔を救うために。税金という名の「バトン」を次の世代に渡し、繋いでいくために。
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